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長良川の環境・生態系を
壊す公共事業

河口堰21年•開門調査の実現を！

　「宝の川だった長良川は、魚の棲まないおぞい
川になってしまいました。清流長良川は昔のこと
です。」 長良川とともに生きてきた川漁師の悲
痛な言葉です。

　長良川の河口をふさぐ河口堰のゲートが閉鎖
されて2１年。海とのつながりを断たれて、長良
川の環境は大きく変わりました。河口堰は塩水
と淡水が入り混じる生き物にとって大切な汽水
域を遮断し、広大なヨシ原の90%以上が消滅。
そこに生きていた多くの生き物たちは棲み家と
命を奪われました。日本有数のヤマトシジミ漁
は大きな打撃を受けています。

　河口堰は海と川を行き来する生き物の大きな
障害にもなっています。長良川の象徴でもあるア
ユの漁獲高も激減。漁協による人工受精卵の河
口への運搬や人工水路での孵化放流など、人
の手を借りてしか個体数の維持ができない現
状です。岐阜市はレッドリストで長良川の天然
遡上アユを準絶滅危惧種に選定しました。水質
悪化は伊勢湾にも大きな影響を与えています。

　河口堰は四日市や名古屋臨海工業地帯の工
業用水のために計画されましたが、現在まで一
滴も使われていません。僅かに16%が知多半島
などの住民の上水道に使われているだけです。
建設費や維持管理費は名古屋市民や愛知、三
重、岐阜県民が税金や水道料金として支払って
きました。

　生物多様性COP10の開催地愛知県は大村
知事の公約である「長良川河口堰の開門調査」
に基づき、2011年より長良川河口堰を検証する
委員会を設置。検討を重ねた結果、開門による
塩害の危惧の声を受け農業用水が長良川から
取水しない時期（10月～3月）に開門調査を行う
「プチ開門」が提案されています。この時期は鮎
の降下・遡上の大事な時期であり開門調査実現
の期待が高まっています。

　河口堰の開門によって、失われた自然がすべ
て元通りになるとは限りませんが、日本で初めて
のダム撤去（荒瀬ダム）が進む熊本県球磨川で
は、川だけでなく海も目に見えて以前の自然が回
復しています。「川は流れてこそよみがえる」、地
元の人の声です。お隣の韓国のプサン（釜山）市
でも、環境改善のためにナクトンガン（洛東江）河
口堰を開門する準備がす進んでいるといいます。

　長良川・伊勢湾の再生のために大きな一歩を
踏み出すときです。一日も早く、国と愛知、岐阜、
三重の関係各県が話し合いをもち、開門調査を
開始することを切望します。

2016年9月　
よみがえれ長良川実行委員会

長良川河口堰
河口から約5.4km上流の三重県桑名市に

ある全長661mの可動堰。1995年に本格

運用を開始し、毎秒22.5㎥の水を利用す

る予定でしたが、最大の目的であった工

業用水は一滴も使われていません。また

使う計画もありません。流れを遮断され

た長良川の環境悪化は甚大で、堰の開門

を求める世論が高まっています。愛知県

では2011年から委員会が設置され、河口

堰の検証が行われています。一日も早い

開門調査の実現が求められます。
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（徳山ダム導水路）

木曽川水系連絡導水路計画
徳山ダムの水を毎秒20㎥、揖斐川上流から木曽川まで約43kmの地下

トンネルで運ぶ計画です。総事業費890億円。その水の一部を、河川環

境改善と利水(名古屋市工業用水) の名目で，長良川にも鵜飼場のすぐ

上流で放流することになっています。しかしダムの冷たい水を流すこと

には、市民から不安と反対の声が上がっています。また、この地域では

水需要は減り続けています。現在、事業は「凍結」、国の検証事業の一つ

となっていますが、事業継続の動きは止まっていません。

内ヶ谷ダム建設
長良川の支流である亀尾島川の源流部に建

設されています。総事業費419億円。治水目

的と言われていますが、県民に理解されない

まま事業が進んでいます。本年3月、ダム本

体工事着手。自然豊かな森林と渓流が消え

ようとしています。
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お問い合わせ：
Tel: 090-1284-1298（武藤）  
Email: yomigaere.nagaragawa@gmail.com

ゆうちょ銀行（振替口座）  ００８４０－３－１５８４０３　
口座名称：長良川市民学習会

〈振込先〉

●活動への支援カンパをお願いします。

よみがえれ長良川実行委員会

〈参加団体〉 
アジアの浅瀬と干潟を守る会
伊勢・三河湾流域ネットワーク
板取川自然探索・山童
公益財団法人 東海水産科学協会 海の博物館
河口堰に反対し、長良川を守る県民の会
NPO法人 ギンブナの会
国連生物多様性の10年市民ネットワーク
しじみプロジェクト桑名
「自然の権利」基金
設楽ダムの建設中止を求める会
水源開発問題全国連絡会
瀬戸自然の会
Sonne Garten （ゾンネガルテン） 
中部の環境を考える会

東海民衆センター
導水路はいらない！愛知の会
徳山ダム建設中止を求める会
長良川河口堰建設に反対する会・岐阜
長良川河口堰の水を考える住民の会
長良川市民学習会
長良川水系・水を守る会
名古屋水道労働組合
名古屋市水辺研究会
NPO法人 藤前干潟を守る会
山崎川グリーンマップ
四日市ウミガメ保存会
ラムサール・ネットワーク日本
リバーポリシーネットワーク
（五十音順）

http://nagaragawa.jimdo.com

共同代表：
粕谷 志郎（長良川市民学習会代表）
亀井 浩次（NPO法人 藤前干潟を守る会理事長）

河 口 堰 2 1 年 • 開 門 調 査 の 実 現 を！
生物画：
後藤宮子 「長良川中流の回遊魚」
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アマゴ（サツキマス）
シマヨシノボリ
アユ
ヌマチチブ
オオヨシノボリ
ウナギ
ウキゴリ
アユカケ
カジカ　
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Drawing©Miyako Goto, Design by Yoshimi.T  

元NPO法人ギンブナの会理事長／長良川中流魚類研究家
1925年（大正１4年）岐阜県本巣郡根尾村生まれ。高校教師のかた
わら研修員として京都大学に通う。関市下白金の長良川の分流・
今川で1967年から1997年まで30年間にわたり、夫（後藤正さん）と
共に定置漁法｢登り落ち漁｣による魚類調査を続けた。捕獲した魚
は47種，約126万匹。そのうち回遊魚は9種類であった。

回遊魚とは一生の中で川と海をまたいで生活し、子孫を残す魚の
ことです。川と海を自由に行き来できないと、回遊魚は成長すること
も子孫を残すこともできません。

http://nagaragawa.jimdo.com

長良川と伊勢湾を行き来し成長する回遊魚が
自由に行き来できる豊かな川を取り戻したい、

という願いを込めています。　

長良川・伊勢湾の環境を改善するために
「よみがえれ長良川」の活動を、ぜひ広めてください。

詳しくはホームページをご覧ください。

1609175000


